3階東病棟この1年を振り返って by 日下 玲子
寄鐸の現泥と・展望
3階東病棟この1年を振り返って
3階東病棟看護科長 日下　玲子
　平成21年度は，医療機能評価の年でもあり，
各種マニュアルの見直しや，周知徹底など毎日が
慌ただしくあっという間に！年が過ぎてしまっ
た．また，新型インフルエンザの流行やスタッフ
の体調不良などにより勤務状況が厳しく，大変な
時期が続いたが，スタッフの協力と他部署からの
助勤の方々のおかげで乗り越えることができた．
平成21年度病棟目標
1　ケーススタディーの充実
　①　教育委員会との連携を図り，より充実した
　　　内容とする
　　　・スタッフ個々が，年間計画に掲げた研修
　　　参加等による伝達講習により，目的意識を
　　　持ち研修会に多く参加するようになった．
　　　また，発表の際には，資料作成やパワーポ
　　　イント作成を自主的に行い，内容も学んだ
　　　事や，またそれらを集約して他者へ伝達す
　　　る事によって，個人の能力向上にも繋がっ
　　　ていると評価する．
②　ケーススタディーを通し，受け持ち看護師
　　　の役割を認識し看護の向上に努める
　　　・私たちは，日々の看護の中で，常に問題
　　　意識を持ちカンファレンスを活用する必要
　　　がある．カンファレンスと看護計画に連動
　　　し，日々の看護ケアに活かされなければな
　　　らないが，受け持ち看護師が主体となった
　　　カンファレンスには至っていない．今後も
　　係長がサポートし教育活動に努めていく．
2　各チーム間での協力
①コミュニケーションを良くし，チーム間で
　　の協力ができる
　　　・チームにより業務内容量に偏りができて
　　いる．お互い声掛けをすることもあるが，
　　協力体制が弱い．今後チームでの業務量の
　　把握と日々の業務調整のため，各リーダー
　　が午後の，カンファレンス後に業務報告（残
　　務などについて）し合う時間を作り調整し
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　　　ていくこととする．
②リーダーとサブリーダS一一一一の育成を図りリー
　　　ダ一会を活性化できる
　　　・毎月のリーダー会では，活発な意見が出
　　　されている．しかしリーダーとサブリーダ
　　一の育成の部分では，チームメンバーをま
　　　とめていく上での困難な問題点についての
　　意見が多いため，もう一度役割を認識出来
　　　るような関わりが必要である
3　接遇のレベルアップ
①　家族・他職種全ての人に対して謙虚な気持
　　ちでの対応ができる
　　　・病室などで勤務前後の担当看護師として
　　の挨拶や，急性期ではモニタリングの説明
　　や，慢性期では家族の方へ患者の近況報告
　　をするなど配慮されている場面も見受けら
　　れる．
　　　・病棟内では，PT・ST・栄養士・薬剤
　　師・医療支援室と関わることも多く互いに
　　気持の良い対応が大切である．
　　　しかし，まだ接遇での配慮に欠ける面もあ
　　るため，今後は意識した対応ができるよう
　　に，再度周知していく必要がある．
②　毎月チーム会で接遇に関しての評価を行い
　　意識向上に努める
　　　・毎月病棟会議で各チームの接遇に関する
　　評価を報告している毎，月話し合い評価す
　　る事で，各自の意識向上をねらいとしてい
　　るが，専門職としての自覚という点におい
　　て不十分であると評価する．
　　今後，接遇のレベルアップのためには，
　　常に看護師としての倫理面も考慮した接遇
　　を意識できるような対策を考える必要があ
　　る．
各チーム活動
　　年間チーム目標達成に向けての活動に加え，
　A・BチームはTQ活動，　Cチームは看護研究
　に取り組んできた，特にチーム活動は，チーム
　ワークが一番重要である．個々の役割・責任を
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しっかり持つ事で全員が参加できるような関わ
りが持てるよう進めたい．
各委員会活動
　教育委員会・業務改善委員会・クリティカルパ
ス委員会の3つで活動をはじめた委員会によっ
て活動が滞ってしまっている部分もあったので，
中問評価の時点で助言や指導ができる体制が必要
であった．
おわりに
　少子高齢化とともに，今後，10年20年と年
を追うごとに人材確保は難しくなっていくと言わ
れている．
　新人を迎えてもすぐ辞めてしまう環境には何か
問題がある．新人看護師が，5年後，10年後，あ
あなりたいというロールモデルになる先輩看護師
が1人でも多くいることが，働き続けられる良い
職場環境であると思う．そのためには，1人ひと
りが，新人看護師や後輩の育成に関わるためのし
くみづくりを整えていく必要がある．1人がそし
て病棟全体が，お互いを育て合うという雰囲気が
できるような病棟作りを目指したい．
　日々病棟運営にご協力いただいている全ての関
係者に感謝申し上げます．
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